
現行の予防接種法の臨時接種について （第１項の場合）

予防接種法（昭和23年法律第68号）

第六条 都道府県知事は、一類疾病及び二類疾病のうち厚生労働大臣が定めるもののまん延予防上
緊急の必要があると認めるときは、その対象者及びその期日又は期間を指定して、臨時に予防接種
を行い、又は市町村長に行うよう指示することができる。

患者発生①対象疾病の指定（厚労省）

・感染症の感染力、重篤性
ク 有効性 安全性 厚生労働省・ワクチンの有効性、安全性

等を総合的に勘案し、判断。

都道府県

情報の把握

②対象者・期間等を定め、接種
（都道府県）

市町村

市町村

（都道府県）

③市町村による接種（都道府県の指示による）
例）積極的疫学調査によって

確認された濃厚接触者等
に対して接種を実施 ・都道府県の判断で、市町村に予防接種の実施に対して接種を実施。
（リング・ワクチネーション） を指示できる。

・リング・ワクチネーション後も、広く地域住民に
接種を行う場合等が想定される。

現行の予防接種法の臨時接種について （第２項の場合）

予防接種法（昭和23年法律第68号）

条第六条 （略）
２ 厚生労働大臣は、前項に規定する疾病のまん延予防上緊急の必要があると認めるときは、政令の
定めるところにより、同項の予防接種を都道府県知事に行うよう指示することができる。

①対象疾病の指定（厚労省）

海外での新感染症の発生

①対象疾病の指定（厚労省）
感染症の感染力・重篤性、ワクチンの有効
性・安全性等を総合的に勘案し、判断。

厚生労働省
患者発生

②都道府県に対し、接種を指示（厚労省）

国内での発生状況等を勘案し、緊急の

情報の把握

患者発生

場合に、都道府県に対し、接種を指示。

都道府県

③都道府県による接種

都道府県都道府県

・都道府県は、対象者等を指定し、自ら接種を行う。
・緊急性に鑑み、市町村への接種の指示はできない。
（大規模施設等での接種を想定したものと思われる。）
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